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東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
の
対
応
に
つ
い

て
、
農
業
分
野
か
ら
ひ
と
言
意
見

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

農
業
分
野
で
の
被
害
は
２
種
類

に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
地
震
や
津

波
に
よ
る
物
理
的
被
害
だ
。
具
体

的
に
は
津
波
に
よ
る
農
地
の
水

没
、
水
没
解
消
後
の
塩
害
、
地
震

に
よ
る
地
盤
沈
下
、
農
業
用
水
施

設
の
損
傷
な
ど
で
あ
る
。

　

発
表
で
は
２
万
㌶
の
水
田
が
水

没
し
、
水
没
し
た
水
田
で
は
塩
害

が
発
生
す
る
の
で
水
田
表
土
を
客

土
し
な
い
限
り
稲
作
は
で
き
な

い
。
広
範
囲
に
客
土
を
伴
う
土
地

改
良
事
業
は
数
年
か
か
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
水
没
し
な
く
と
も
農

業
用
水
施
設
の
損
傷
に
よ
り
冠
水

で
き
な
い
水
田
で
は
稲
作
が
で
き

ず
、
該
当
面
積
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
、
現
時
点
で
は
数
字
は
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
被
害
エ

リ
ア
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島
だ
け

で
な
く
茨
城
、
千
葉
と
広
範
囲
に

及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
被
害
に
つ

い
て
は
殆
ど
報
道
さ
れ
て
い
な

い
。

　

東
日
本
で
は
通
常
の
冠
水
時
期

は
４
月
で
、
５
月
に
田
植
え
を
す

る
が
、
時
期
を
ず
ら
せ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
稲
に
は
そ

れ
ぞ
れ
品
種
特
性
が
あ
り
、
早

稲
、
中
手
、
晩
生
の
品
種
切
り
替

え
は
種
籾
の
手
配
の
問
題
も
あ
り

簡
単
に
は
で
き
な
い
。

　

水
田
や
畑
以
外
に
も
物
理
的
被

害
で
あ
ま
り
報
じ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
採
卵
鶏
の

被
害
だ
。
卵
の
価
格
上
昇
と
品
不

足
の
原
因
は
２
つ
あ
る
。
一
つ
は

鶏
舎
の
倒
壊
で
、
も
う
一
つ
は
鶏

の
飼
料
原
料
と
な
る
米
国
産
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
荷
役
で
き
な
く
な
っ

た
鹿
島
の
港
湾
被
害
で
あ
る
。

　

今
後
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
る

５
万
㌧
級
の
貨
物
船
の
港
湾
整
備

に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
に
な

る
。

　

も
う
一
つ
の
被
害
は
放
射
能
に

よ
る
物
理
的
被
害
と
風
評
被
害
で

あ
る
。
現
在
も
放
射
能
が
検
出
さ

れ
て
い
る
葉
物
野
菜
や
生
乳
を
中

心
に
出
荷
停
止
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て

い
た
が
、
出
荷
停
止
措
置
が
取
ら

れ
て
い
な
い
品
目
で
も
風
評
被
害

が
生
じ
て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な

く
、
海
外
で
も
続
々
と
日
本
の
農

産
物
の
輸
入
禁
止
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
農
業
に
関
す
る
被
害
だ

け
で
も
多
様
な
形
態
が
あ
る
。
予

算
が
あ
れ
ば
短
期
間
に
解
決
で
き

る
物
理
的
被
害
、
予
算
が
膨
大
に

か
か
り
さ
ら
に
時
間
も
か
か
る
物

理
的
被
害
、
予
算
と
時
間
が
あ
っ

て
も
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
風
評

被
害
。
物
理
的
被
害
は
見
通
し
が

立
つ
が
、
一
番
厄
介
な
の
が
見
通

し
の
立
た
な
い
風
評
被
害
だ
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の
時
、
畜
産
農
家

を
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
の
は

国
内
消
費
者
だ
っ
た
。
国
は
牛
肉

の
安
全
を
保
障
し
た
の
に
消
費
者

は
牛
肉
を
買
わ
な
か
っ
た
。
今
回

の
放
射
能
問
題
で
最
後
ま
で
解
決

で
き
な
い
の
が
、
農
産
物
の
風
評

被
害
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。

　

「
安
全
」
と
「
安
心
」
の
違
い

を
理
解
し
、
自
己
の
欲
望
を
理
性

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
賢
い
消
費

者
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
今
、
問

わ
れ
て
い
る
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多
様
性

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

ハ
ン
デ
ィ
９
項
目  

脆
弱
国
土
の
制
約

　

日
本
列
島
は
南
北
２
０
０
０
㌔

㍍
、
東
西
２
０
０
０
㌔
㍍
に
及
ぶ

最
大
幅
約
２
５
０
㌔
㍍
の
細
長

い
形
状
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

が
円
形
に
近
い
の
に
比
べ
、
特
異

な
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地

域
と
地
域
を
結
び
互
い
に
連
携
し

よ
う
と
す
る
と
、
長
い
道
路
や
鉄

道
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

円
形
に
近
い
国
土
の
フ
ラ
ン
ス

な
ら
、
首
都
パ
リ
か
ら
全
方
位
へ

　

わ
が
国
の
陸
地
は
海
峡
に
よ
っ

て
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州

の
四
島
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
以
外

は
多
数
の
島
嶼
部
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
連
絡
す

　

列
島
中
央
部
を
２
０
０
０
㍍

級
の
脊せ

き

梁り
ょ
う

山
脈
が
縦
貫
し
て
い

る
た
め
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側

を
結
ぶ
道
路
を
造
る
場
合
、
長
い

ト
ン
ネ
ル
や
橋
が
多
数
必
要
に
な

る
。
高
速
道
路
延
長
に
占
め
る
ト

ン
ネ
ル
や
橋
な
ど
道
路
構
造
物
延

　

わ
が
国
は
西
欧
に
比
べ
極
端
に

可
住
地
が
少
な
い
。
ド
イ
ツ
は
日

本
よ
り
国
土
面
積
は
や
や
小
さ
い

が
可
住
地
面
積
は
日
本
の
２
倍
以

上
あ
る
。
国
土
面
積
が
日
本
の
３

長
の
比
率
（
構
造
物
比
率
）
は
、

米
国
の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
ハ
イ

ウ
エ
イ
（
７
％
）、
フ
ラ
ン
ス
の
都

市
間
高
速
道
路
（
４
％
）、
ド
イ

ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（
10
％
）
に

比
べ
、
日
本
の
高
速
道
路
は
33
％

と
圧
倒
的
に
大
き
な
数
値
と
な
っ

て
い
る
。
当
然
、
建
設
費
は
余
計

に
か
か
り
、
平
地
ば
か
り
で
直
線

的
に
道
を
敷
設
で
き
る
国
と
は
、

明
ら
か
に
異
な
る
。

　

こ
の
急
峻
な
脊
梁
山
脈
が
幅

の
狭
い
本
州
を
南
北
に
振
り
分
け

て
い
る
た
め
、
わ
が
国
の
河
川
は

数
が
多
く
（
流
域
面
積
が
狭
く
）、

急
勾
配
で
極
め
て
短
い
。
降
っ
た

　

わ
が
国
の
大
都
市
の
多
く
は

「
軟
弱
地
盤
」
の
上
に
造
ら
れ
て

い
る
。
約
５
０
０
０
年
前
の
縄
文

時
代
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
み
る
と
、
関
東
地

方
全
域
も
大
阪
の
あ
る
河
内
平
野

も
、
大
半
が
海
の
中
だ
っ
た
。
そ

れ
が
広
大
な
平
野
に
な
っ
た
の

は
、
激
し
く
流
れ
る
河
川
が
上
流

か
ら
土
砂
を
運
び
続
け
た
結
果

で
あ
る
。
長
い
年
月
を
か
け
て
出

来
た
新
た
な
陸
地
も
、
も
と
は
海

だ
っ
た
か
ら
、
地
盤
が
緩
い
の
は

当
然
な
の
で
あ
る
。

　

対
し
て
欧
州
の
都
市
は
、
軟
弱

地
盤
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
。
土
地
は
氷
河
期
に

　

ス
マ
ト
ラ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
チ
リ
な
ど
近
年
だ
け
で
も
大

き
な
地
震
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て

い
る
か
ら
、
世
界
中
で
日
本
と
同

じ
よ
う
な
地
震
が
起
き
て
い
る
と

錯
覚
を
し
が
ち
だ
が
、
イ
ギ
リ

ス
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
主
要
部
分
、
ア
メ
リ
カ

の
東
海
岸
、
中
国
の
か
な
り
の
部

分
は
、
大
地
震
は
発
生
し
な
い
。

　

わ
が
国
は
地
震
が
頻
発
す
る
地

　

日
本
は
地
球
総
平
均
の
２
倍
以

上
の
年
間
降
雨
量
が
あ
り
、
梅
雨

末
期
と
台
風
期
に
集
中
し
て
降
る

特
性
を
持
つ
た
め
、
し
ば
し
ば
大

水
害
が
発
生
す
る
。
し
か
も
台
風

の
通
り
道
に
沿
う
よ
う
に
日
本
列

島
が
展
開
し
て
お
り
、
豪
雨
と
合

わ
せ
て
強
風
の
影
響
を
直
接
受
け

る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
持
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
パ
リ
を
ハ
リ

ケ
ー
ン
や
台
風
、
サ
イ
ク
ロ
ン
が

襲
う
こ
と
は
な
い
。

　

実
は
わ
が
国
は
そ
れ
ほ
ど
水

資
源
が
豊
か
と
言
う
わ
け
で
も

な
い
。
梅
雨
時
と
台
風
時
に
集

中
し
て
降
る
雨
を
、
日
本
中
の
約

２
０
０
０
の
小
さ
な
ダ
ム
が
蓄
え

　

今
冬
の
年
末
年
始
、
記
録
的
な

大
雪
が
山
陰
地
方
を
中
心
に
日
本

海
側
を
襲
い
、
交
通
麻
痺
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
切
断
、
集
落
の
孤
立
、

漁
船
の
転
覆
、
農
業
被
害
な
ど
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

東
京
や
大
阪
な
ど
太
平
洋
側

の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
と
、
実

感
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
日
本

の
国
土
面
積
の
約
60
％
は
積
雪
寒

冷
地
域
に
あ
る
。
札
幌
や
青
森
の

よ
う
に
、
年
間
累
加
降
雪
深
が
４

㍍
超
の
豪
雪
地
帯
に
百
万
都
市
や

五
十
万
都
市
が
存
在
す
る
国
は
、

日
本
の
ほ
か
に
は
ま
ず
な
い
の

だ
。

面
（
プ
レ
ー
ト
境
界
線
）
上
に
位

置
し
て
い
る
の
で
、
国
土
面
積
は

世
界
の
地
表
面
積
の
０
・
25
％
し

か
な
い
の
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

４
以
上
の
地
震
の
約
10
％
が
日
本

で
発
生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

以
上
の
地
震
は
全
世
界
の
約
20
％

が
日
本
で
発
生
し
て
い
る
の
だ
。

　

ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン

な
ど
の
都
市
は
、
軟
弱
地
盤
上
に

な
く
、
地
震
は
起
き
な
い
。
こ
れ

は
二
重
の
意
味
で
彼
ら
が
優
位
で

あ
り
、
私
た
ち
が
不
利
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
わ
が
国
で
は
軟

弱
地
盤
が
い
つ
揺
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
想
定
し
て
、
橋
や
ビ
ル
や

堤
防
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。

　

パ
リ
郊
外
の
高
架
道
路
を
見
る

と
、
柱
が
細
く
す
ら
り
と
し
て
い

①
南
北
2000
㎞
の

細
長
い
列
島

道
を
伸
ば
せ
ば
、
国
の
基
盤
と
な

る
道
路
網
は
出
来
上
が
っ
て
い
く

が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
う
は

い
か
な
い
。
東
京
と
青
森
や
新
潟
、

山
口
な
ど
を
道
路
で
結
ぼ
う
と
す

る
と
、
ど
う
し
て
も
難
事
業
に
な

る
。②

③

④

⑤

海
峡
を
挟
み

四
島
に
分
断

脊
梁
山
脈
が

中
央
部
縦
貫

狭
い
平
野
に

洪
水
の
危
険

軟
弱
地
盤
に

大
都
市
集
中

⑥

⑦⑧

⑨

地
震
が
頻
発

世
界
で
も
稀

台
風
通
り
道

豪
雨
と
強
風

豪
雪
地
帯
に

大
都
市
存
在

る
。
日
本
の
高
架
道
路
は
支
え
る

糠谷　真平
国民生活センター顧問

　東日本大震災では、人知を超えた大
規模地震と津波が日本人を襲った。
　日本は、美しい四季の移り変わりも
ある素晴らしい国土だ。
　しかし、わが国の国土はアメリカや

イギリス、フランス、ドイツなどの国々
にはない厳しい自然条件を合わせ持
ち、他国に比べ９つの大きなハンディ
キャップを背負っている。厄介なこと
に、このハンディキャップは、二重 →

る
交
通
手
段
は
船
か
航
空
機
に
限

ら
れ
、
道
路
や
鉄
道
で
結
ぶ
と
、

大
規
模
な
橋
を
架
け
る
か
大
規
模

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
し
か
方
法
が
な

い
。

→にも三重にも重なって日本人の歴史
に大きな影響を与えてきた。我々はこ
の厳しい脆弱国土の上で、制約を受け
ながら暮らしている。
　大震災を機に、日本人は改めてわが

国の国土のすがたを再認識しよう。そ
の国土観は、次の世代、またその次へ
と引き継いでいく、教育として残さな
ければならない。

雨
は
す
ぐ
海
に
出
て
し
ま
い
、
洪

水
が
起
こ
る
時
は
一
気
に
大
量
に

水
が
流
れ
て
氾
濫
を
起
こ
す
特
徴

が
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
な
ど
は
河
川

の
勾
配
が
緩
く
、
流
域
面
積
が
広

い
の
で
、
下
流
で
雨
が
降
っ
て
い

て
も
上
流
で
降
っ
て
い
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
一
気
に
水

か
さ
が
増
し
て
氾
濫
す
る
こ
と
は

な
い
。

は
氷
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
氷
河
が

退
行
し
た
と
き
表
面
の
土
が
削
ら

れ
て
で
き
た
平
野
で
あ
る
。
西
欧

の
大
都
市
の
地
盤
は
極
め
て
強
固

な
の
だ
。

列島保全への課題 ─ 総集編

河川の水位より低い日本の都市

わが国、国土のすがた

　　標高 500m以上の高地

　

近
来
ま
れ
に
み
る
大
地
震
が
東

日
本
を
襲
っ
た
３
月
11
日
の
午

後
、
私
は
福
武
学
術
文
化
振
興
財

団
の
用
件
で
多
摩
セ
ン
タ
ー
の
ベ

ネ
ッ
セ
の
社
屋
に
い
た
。
相
談
も

終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
突
然
ガ
タ

ガ
タ
と
か
な
り
の
揺
れ
が
起
こ
っ

た
。

　

大
き
な
地
震
で
す
ね
と
話
は
し

た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
私
の
想

像
を
超
え
て
い
た
。

　

何
よ
り
も
気
に
か
か
っ
た
の
は

三
陸
海
岸
を
襲
っ
た
大
津
波
の
こ

と
で
あ
り
、
中
南
部
の
リ
ア
ス
式

海
岸
は
通
常
は
風
光
明
媚
な
良
港

を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
地
震
の

際
は
波
を
増
幅
さ
せ
て
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
。報
道
で
も
宮
古
、

釜
石
、
気
仙
沼
な
ど
港
湾
都
市
の

被
害
の
大
き
さ
が
報
じ
ら
れ
て
い

た
。

　

特
に
、
気
仙
沼
と
は
30
年
近
く

お
付
き
合
い
が
あ
り
、
当
時
気
仙

沼
市
役
所
職
員
だ
っ
た
人
と
は
今

も
懇
意
に
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
で

も
電
話
を
し
た
か
っ
た
が
、
取
り

込
み
中
に
電
話
す
る
の
も
は
ば
か

ら
れ
、
２
、３
日
た
っ
て
か
ら
電

話
を
試
み
た
。

　

し
か
し
、何
度
か
け
て
も
ブ
ー
、

ブ
ー
と
い
う
話
し
中
の
よ
う
な
反

応
し
か
返
っ
て
こ
な
い
。
大
波
が

家
の
中
に
入
っ
て
き
て
受
話
器
が

外
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
余
計
な

心
配
も
し
て
し
ま
う
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
地

震
後
１
週
間
た
っ
た
18
日
、
電
話

を
し
て
み
る
と
通
常
の
呼
び
出
し

音
が
鳴
り
、
奥
様
の
声
が
返
っ
て

く
る
で
は
な
い
か
。
家
が
港
か
ら

少
し
離
れ
た
や
や
高
い
と
こ
ろ
に

あ
り
、
難
を
免
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
地
震
の
際
は
地
理
的
条

件
が
か
な
り
決
定
的
な
要
素
に
な

る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
気
仙
沼
唯
一
の

酒
蔵
男
山
本
店
の
状
況
だ
。
こ
こ

は
港
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
事
務

所
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
蔵
の
方
は

何
と
か
残
っ
て
い
て
、
今
年
の
酒

も
あ
る
程
度
出
荷
は
出
来
る
ら
し

い
。
こ
の
蔵
の
伏
見
男
山
と
い
う

大
吟
醸
は
私
の
好
き
な
銘
柄
の
一

つ
だ
。
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
蔵
の
方
が

落
ち
着
い
て
く
れ
ば
、
消
費
す
る

こ
と
で
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

東日本大震災と三陸海岸

分
の
２
し
か
な
い
イ
ギ
リ
ス
も
可

住
地
面
積
は
日
本
の
２
倍
、
フ
ラ

ン
ス
に
至
っ
て
は
日
本
の
４
倍
近

い
。
し
か
も
、
こ
の
狭
い
平
野
に

東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
多
く

の
大
都
市
が
立
地
し
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　
「
流
域
面
積
が
狭
く
急
勾
配
で

極
め
て
短
い
」
と
い
う
わ
が
国
河

川
の
特
徴
と
合
わ
せ
て
考
え
れ

ば
、
洪
水
の
と
き
だ
け
、
ド
ン
と

水
を
流
す
河
川
の
河
口
部
に
町
が

開
け
、
大
都
市
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

洪
水
時
に
氾
濫
の
危
険
が
あ
る

地
域
を
、
氾
濫
区
域
と
い
う
が
、

日
本
の
大
都
市
は
氾
濫
区
域
と

殆
ど
重
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
各
都
市
が
、
か
な
り
上
流
の

河
岸
部
に
立
地
し
て
い
る
の
に
比

べ
、
大
き
な
違
い
だ
。
こ
の
結
果
、

わ
が
国
で
は
氾
濫
区
域
の
面
積
は

国
土
の
10
％
し
か
な
い
の
に
、
人

口
の
50
％
、
国
民
の
資
産
の
75
％

が
集
中
し
て
い
る
の
だ
＝
下
の

図
。　
　
　
（
左
の
７
面
に
続
く
）

柱
が
か
な
り
太
い
。
こ
れ
は
、
外

国
の
ほ
う
が
デ
ザ
イ
ン
的
に
洗
練

さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
は
な

く
、
国
土
の
特
徴
が
要
請
す
る
必

然
の
形
な
の
だ
。

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
ダ

ム
の
合
計
貯
水
量
は
３
０
０
億
㌧

で
、
中
国
の
三
峡
ダ
ム
一
つ
分
の

貯
水
量
と
同
規
模
で
し
か
な
い
。

日
本
各
地
で
毎
年
、
渇
水
問
題
が

起
こ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

農
業
被
災
の
甚
大
さ
と
風
評
被
害

東
京

ロ
ン
ド
ン

パ
リ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（国土交通省・財団法人国土技術研究センターＨＰより） （財団法人国土技術研究センターＨＰより）


